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1. 研究背景 

Web 上には膨大な情報が存在し、増え続けている。

一般の人々がその中から情報を探すとき、検索エンジ

ンを用いる。しかし、Google などに代表される検索エ

ンジンは必ずしも個人に最適化されたサービスではな

い。そのため近年では個人に適応した検索支援を行う

研究が盛んになっている。 

一般にユーザが Web 上の情報を検索する作業の問題

点として検索効率はユーザ個人の熟練度合いや検索対

象に対する知識に左右されることが挙げられる。 

本研究では、ユーザが検索時に入力した情報や、検

索過程において興味を持ったサイトに基づいて検索ニ

ーズを把握する。そして同じニーズどうしで検索結果

を組織内で共有させ、効率よく目的の情報源に導くこ

とが目的である。 

2. 研究目的と用語の定義 

検索のコンテキスト 

検索クエリのコンテキストは研究者によって定義が

異なっている。検索のコンテキストを利用する意味は、

ユーザの検索ニーズをより詳細に把握することにある。

本研究では、ユーザが検索する際に閲覧した Web ペー

ジの集合を検索のコンテキストと定義する。 

利用状況の想定と研究目的 

検索エンジンを用いた Web 上の情報収集ではユーザ

が独立して検索を行うため情報を共有することが困難

であり、効率的な情報収集ができない。そこで、本研

究では協調フィルタリングの仕組みを用いて知識の共

有を行う。協調フィルタリングは人間の情報収集行動

から興味・関心・意図を把握し、共通の問題意識を持

った者に情報提供することで情報収集活動を支援する

技術であり、有効な手法である。 

3. 従来研究とシステム要件 

SERF[1]と AntWorld[2]はユーザが過去に入力した検

索クエリを検索ニーズとし、過去に似たクエリから良

い評価のWebコンテンツを推薦する。 

両研究はクエリ（自然文）同士を完全一致あるいは、

ベクトルを用いて類似度計算しているため、検索のコ

ンテキストを考慮に入れて類似度を計算していない。

よってクエリという少ない情報量を基に完全一致によ

る類似度計算は精度に問題が生じる。従来のシステム

では、ユーザの興味を把握する段階で以下のような問

題点が存在した。協調フィルタリングの問題点として

①推薦する Web コンテンツの内容を考慮に入れていな

い。また、SERFなどの研究では②検索クエリのコンテ

キストを考慮に入れていないことが挙げられる。以上

の問題点を考慮し、以下３項をシステムの要件とする。 

1. 検索する際のコンテキストを考慮に入れる。 

2. 他者の情報を用いて効率よく Web ページを推薦す

る。（目的より） 

3. コンテンツの内容とユーザの評価、両方を考慮に入

れて推薦を行う。 

4. 研究アプローチ 

３のシステム要件に対して以下のアプローチを行う。 

1. 検索時に検索クエリとカテゴリを入力。 

2. ユーザと似た検索ニーズから得られた好評価のWeb

ページを共有。 

3. 検索過程において閲覧したコンテンツをベクトル

で表現し、さらにユーザ評価も考慮。 

5. 提案システム 

アルゴリズム 

本研究のシステムではユーザが検索をする行動から

ユーザの嗜好を推測する。検索結果から Web ページを

クリック、あるいは Web ページを評価するたびにベク

トル（Track ベクトル）が更新される。推測された嗜

好とカテゴリをもとに、他のユーザの検索セットと類

似度を計算し、Web ページを推薦する。本研究では検

索ニーズの比較を行う。検索ニーズはユーザが検索時

に入力したクエリ、カテゴリ、Web ページの内容、タ

イトルも含むサマリ、Web ページに対する評価（検索

セット）によって表現される。検索セットの類似度を

式１に示す。類似度が高い検索セットの中で、良いと

評価されたWebページ、クリックされたWebページを

他のユーザに推薦する。 

 

Search Sets Sharing for a Web Information Retrieval System 

Hiroo KUSABA†, Motoei AZUMA† 

†Dept. of IMSE, Graduate School of Sci. & Eng., Waseda Univ. 

1-599

5T-2

情報処理学会第69回全国大会



 

2 

simInputsimTracketsimSearchS +=  (１) 

Track ベクトルはユーザの検索行動（検索結果のペ

ージから閲覧したWebページ）を表現し、 Input ベク

トルはユーザが入力したクエリ、カテゴリを表現する。 

Track はユーザの行動に基づいて４つの文章集合に

分類される。その後に４種類のTrack ベクトルを比較

し、 simTrack が計算される。 

Input はクエリ、とカテゴリからベクトルが生成さ

れ、ベクトルを比較して simInput が計算される。 

Web ページとサマリの分類 

本研究では Web ページの内容とそのサマリをベクト

ルで表現する。それらはユーザが検索過程においてと

った行動に基づいて 1D から 4D に分けられる。 

1D ：ユーザに良良良良いいいいと評価されたWebページの集合 

2D ：検索結果からユーザに選選選選ばれたばれたばれたばれたサマリ（タイト

ルも含む）の集合 

3D ：ユーザに悪悪悪悪いいいいと評価されたWebページの集合 

4D ：検索結果からユーザに意図的意図的意図的意図的にににに選選選選ばれなかったばれなかったばれなかったばれなかった

サマリの集合 

2D と 4D の分類ではユーザは検索結果を上から順に

閲覧して選択するという仮定に基づいて行われる。 

Track ベクトルの計算 

Track ベクトルd
r
は Web ページの文書のベクトル、

あるいはWebページのサマリのベクトルである。 

d
r
は上で示したルールに基づいて４種類に分類され、

それぞれの文書集合 1D から 4D の平均ベクトルが算

出される。 d
r
は単語の頻度を文書全体に出現する総単

語数を割った TF値によって得る。集合の平均ベクトル

どうしで類似度を計算しTrack の類似度が算出される。

類似度はコサイン相関値を用いて計算する。ユーザの

検索行動に基づくベクトルの類似度を式４に示す。 
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aveDoc i：文書集合 i に含まれる文書ベクトルの平均

ベクトル 

( )21 ,TrackTracksimTrack ： Track ベクトル１と

Track ２のコサイン相関値 

Inputベクトルの計算 

Inputベクトルはカテゴリの単語と入力キーワード

から生成されるベクトルであり、各文書との TF値から

求められる。検索セットを計算する際、 Inputベクト

ルの平均ベクトルが計算される。 Inputどうしの類似

度を算出するにはコサイン相関値を用いる。 

プロトタイプ 

 

図図図図 1    検索結果検索結果検索結果検索結果 

このプロトタイプでは検索セットの記録とコンテン

ツ推薦を行う。初期の検索画面でユーザはキーワード

とカテゴリを入力し、検索を行う。検索結果の画面で

上部にシステムの推薦ページが表示され下部に Google

の検索結果が表示される。検索結果から選択されたペ

ージは随時 DB に保存される。Web ページを表示する

際には上部にキーワードを変更して検索を行うための

テキストボックス、検索ボタン、そしてコンテンツに

対する適合、不適合の評価が行えるボタンを表示して

いる。評価した後は DBに評価が記録され、再び検索結

果が表示される。 

6. おわりに 

本研究では検索ニーズを検索クエリ、カテゴリ、

閲覧したWebページとそれらのページに対する評価

から推測した。そして、類似した検索ニーズの間で

良いと評価されたページを共有する手法を提案した。 

今後の課題として、アルゴリズムの改良、ユーザ

に対する負荷の軽減が考えられる。 
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